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今
回の新型コロナウイルス感染

症で世界中で 30 数万人の死

者が出ています。米国ではベトナム

戦争での戦死者をはるかに上回る死

者を出す大惨事になっています。日

本は欧米に比べれば、はるかに死者

は少ないと言われていますが、わが

国にも人的、経済的に甚大な被害を

及ぼしています。現在、奈良は自粛

解除が行われていますが、第二次、

第三次の再流行（パンデミック）の

懸念は脱ぎい切れていません。こん

な中、環境の変化に敏感で、急な変

化になじむことが苦手な自閉症の人

たちは大変な状況にあると思いま

す。自粛解除の後も、それぞれの特

性を持つ自閉症の人が、なんとかこ

の世の中の変化に対応して欲しいと

願っています。大仏さまで知られ

る東大寺では、4 月から毎日正午、

「新型コロナ」の早期終息などの祈

りを込めて、大仏殿で僧侶が読経を

上げておられるようです。実は、約

1300 年前に大地震や飢饉や疫病が

続き、国家の安寧や疫病から人々が

救われることを願って聖武天皇が大

仏さまの造立を決断したのです。　

現在の東大寺別当、華厳宗管長であ

る狹川普文氏は河村と大学時代の学

友であり、彼が今、全世界の人々の

新型コロナウイルスの感染阻止の願

いを祈り、自閉症の人たちの安寧を

祈っていただいていることに、心か

ら感謝し、日々手を合わせている今

日であります。

（河村）

今年の一般社団法人日本自
閉症協会の総会の持ち方

　新型コロナウィルス感染拡散防

止のための措置として次のような

Zoom を利用したテレビ会議になる

ようです。…2020 年度総会開催に

ついて検討してまいりましたが、新

型コロナウイルスの感染予防のた

め、多くの人が集まる会議は適切で

はないと判断し、〇議案説明会　6

月 14 日（日）（議決を行いません。

参加は自由です。）　　　　　　　

【13 時 30 分～ 15 時 30 分：zoom を

利用した web 説明会】〇総会議長、

議事録署名人、会長のみで 6 月 17

日（水）開催【ハガキ等による賛否、

委任を集計】の 2段階で下記の通り

開催することといたしました。この

方法は内閣府、法務局の見解を参考

に、当協会の定款（第 14 から 17 条）

に則ったものです。初めての方法と

なりますが、何卒ご理解、ご了承い

ただきたくよろしくお願いいたしま

す。なお、zoom での会議について、

初めての方も多いかと思いますの

で、近くなりましたら詳細について

ご連絡をさせていただきます。資料

及び委任状兼賛否票は、理事会（5

月 30 日）終了後にお送りいたしま

す。

以上の連絡がありました。

（河村）

2020 年５月 12 日

厚生労働大臣

加藤 勝信　殿 きょうされん理事長　斎藤 なを子

(公印略 )

　平素より、障害のある人の地域生

活を促進するため尽力されているこ

とに、敬意を表します。また、この

度の新型コロナウイルス感染症の流

新型コロナウイルス感染症に係る障害のある人及び障害福祉事業所等に関する
要望書を提出！（第４次）
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行拡大にかかわっては、障害関連部

局の皆様が、障害のある人の命と健

康、そして生活を守る観点から、日

夜を分かたず奮闘なさっていること

に感謝申し上げます。特に、報酬の

柔軟な取り扱い等、貴省が障害のあ

る人と事業者の観点から様々な措置

を講じてくださっていることに感謝

しつつ、これらの措置が必ずしも市

町村に徹底されていない現実に対し

ても、引き続きの対応をお願いした

いと存じます。

　さて、緊急事態宣言が延長され、

新型コロナウイルス感染症への対応

は長期にわたることが見込まれま

す。障害のある人とその家族、支援

者や事業者等は、ウイルスへの恐怖

や先が見えない不安などから、疲弊

していく一方です。

　こうした状況を踏まえ、今回、当

会から４度目となる要望を下記の通

り提出させていただきますので、何

卒ご対応の程よろしくお願いいたし

ます。なお、切実な実態をお伝えす

る観点から、既に要望させていただ

いた事項も含まれている点、ご理解

ください。

記

１．グループホームや入所施設等で

集団生活を送る障害のある人が、安

心して支援を受け、そして支援者が

安心して支援できるようにするた

め、定期的にＰＣＲ検査等を受けら

れるよう、早急に体制を整備してく

ださい。その後、この措置をすべて

の障害福祉事業を利用する障害のあ

る人とその家族、支援者に拡大して

ください。

２．グループホームや入所施設等で

集団生活を送る障害のある人が濃厚

接触者になった場合や、体調の変化

から感染が疑われる場合に、物理的

条件や本人の障害特性等から当該グ

ループホーム等での待機が困難であ

れば、クラスターの発生を予防する

観点から、安心して待機できる場所

を提供してください。

３．障害のある人が感染した場合、

障害のない人と同等に入院や隔離等

の措置を受けることができるように

してください。その際、障害特性や

本人の状況等を踏まえる必要がある

ことから、家族や支援者と協議した

うえで、措置の内容を決定してくだ

さい。また必要な場合には、入院先

や隔離先でも普段から支援している

支援者が、万全の対策の下で支援を

継続できるようにしてください。

４．障害福祉事業所では、支援者が

子供の学校の休校や濃厚接触者に

なったことによる自宅待機等のため

に出勤できず、人手不足となってい

ます。２月 17 日事務連絡「社会福

祉施設等における職員の確保につい

て」では、「職員の確保が困難な施

設がある場合には、法人間の連携・・・

などを通じて、他施設からの職員の

応援が確保されるよう、必要な対応

を・・・」とありますが、この取り

組みが有効に機能しているかどうか

を検証するとともに、人材確保のた

めの更なる措置を講じてください。

５．地域生活支援事業である地域活

動支援センターや移動支援等は、貴

省が累次に発表しておられる報酬の

柔軟な取り扱いや国からのマスクの

配布等の対象となっていません。こ

れらの事業が他の個別給付事業と同

等に、障害のある人の生活を継続し

て支えていくことができるよう市町

村への働きかけを強めるとともに、

厚生労働省としても必要な措置を講

じてください。

６．障害のある人の休所等のために、

ほとんどの障害福祉事業所は減収と

なることが確実です。新型コロナウ

イルスへの対応が長期化することが

見込まれる中、こうした事業所が障

害のある人の生活を継続して支える

には、報酬や加算の柔軟運用だけで

は不十分です。地域生活支援事業を

含むすべての事業所が、少なくとも

前年並みの収入を確保できるよう、

新たな仕組みを早急に導入してくだ

さい。

７．新型コロナウイルス感染症対策

として利用者が休所や一時帰宅等し

た場合に、電話等による支援も市区

町村が認めれば報酬の対象となると

いう臨時的な取り扱いについて、こ

の措置が障害者総合支援法に基づく

訪問系、日中活動系、施設系、居住

支援系（グループホーム等）、訓練

系、就労系の全事業に適用できるこ

とを、あらためて明らかにしてくだ

さい。

８．7 項目めについて、このことを

市区町村に明示的に伝達し、実施に

際して市区町村ごとに格差が生じな

いようにするとともに、格差の有無

を点検する体制を整備してくださ

い。

以上

【問い合せ先】

きょうされん

担当：事務局長　多田 薫

Tel：03-5385-2223

Email：k-tada@kyosaren.or.jp
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Covid-19 による障害者施
設壊滅危機への早急な援
助要望書

令和２年５月６日

厚生労働省社会・援護局障害保健福

祉部橋本 泰宏 部長様

一般社団法人 日本自閉症協会

 会長 市川 宏伸

一般社団法人日本自閉症支援者協会 

会長 松上 利男

　厚生労働省におかれては、新型コ

ロナウイルス感染症への対応につい

て国民の生命の安全を守る先頭に

立って様々な取り組みをしていただ

き、感謝申し上げます。

私たちは、障害福祉や医療の現場で、

円滑なコミュニケーションが苦手な

知的・発達障害者の支援に当たって

いる者、家族等が所属する団体です。

連日の厚労省の会見や報道等で、感

染が確認された後の治療が困難に

なっている状況をふまえ、私たちは

自分たちの現場で対応できることを

迅速に進めたいと考えております。

その際に、4 月 17 日に要望させて

いただきました点に加えて、下記の

点についても対応をしていただけま

すと大変助かりますので、どうぞご

検討のほど、よろしくお願いいたし

ます。

　記　

１ 施設支援の現状…もともと福祉

施設における医療リソースは極めて

乏しく、何名かの看護スタッフと福

祉スタッフが頑張るしかありませ

ん。また、特に知的障害を伴う入所

施設においては、利用者はウィルス

の意味を理解することが困難な者も

多く、マスクの装着は難しく、手洗

いも介助者がいなければ困難な例も

少なくありません。多くの施設は

ウィルスを防ぐため外出・外泊・面

会禁止です。最近の千葉や広島にお

ける罹患状況を勘案すれば、一度

ウィルスが侵入すれば、ロックダウ

ン状態になり、クルーズ船と同様な

状態になることが危惧されます。最

悪の場合は、利用者は保護者に会え

ないままになってしまうでしょう。

このような中で、以下のようなニー

ズがあるとの声が、施設職員から寄

せられています。・感染予防のため

の物資やマンパワーが不足　予防の

ための医療器具も乏しく、対応する

スタッフがウィルスを持ち込まない

ように気を付けるしかありません。

ウィルスが何らかの理由で侵入すれ

ば、蔓延を防ぐための手段は限られ

ています。マスク、手袋、防御衣は

限られており、医療行為に不慣れな

スタッフが対応することにより、ス

タッフの罹患も考えなくてはなりま

せん。物資やマンパワーについて、

外部からの支援が必要となっていま

す。

・感染者が出た場合の対応への不安

…利用者が罹患しても、「治療に協

力的でない」との理由で、医療施設

への入院は難しいと思われます。こ

の段階では、医療の専門家の介入、

支援（施設への医療スタッフの派遣、

入院施設への施設スタッフ等の派遣

などの柔軟な対応）が必要になりま

す。障害があってもできる限り治療

をお願いしたい。対応するスタッフ

はウィルス罹患の可能性があり、子

どものいる自宅には帰宅できない場

合もあります。支援が続くと、疲労

が蓄積し、宿泊スペースを持たない

施設では、別途宿泊場所が必要です。

２ 在宅支援の現状…入所施設を利

用していない知的・発達障害者は、

家族または通所や居宅支援事業所の

職員などが、予防や治療について本

人の支援を行う必要がありますが、

その人数は施設支援に比べて非常に

限られ、役割を分担して本人の世話

をしたり、外出につきそったりする

必要があります。

このような中で、以下のようなニー

ズがあるとの声が、知的・発達障害

者の家族や事業所職員から寄せられ

ています。

・本人の支援を行う家族または事業

所職員が感染した場合の不安…基本

的には隔離または３密を避ける形で

の対応が必要になりますが、知的・

発達障害者で飛び出しや自傷など本

人の生命に危険を及ぼすような行動

を衝動的にとるような場合が有り、

本人の特性をよく知る支援者の確保

が新たに必要になっています。

・３密の原則が必ずしも優先できな

い場合の無理解…上記のような危険

な行動から本人の安全を守るために

は、本人の傍で支援を行う必要が多

くなりますが、このような特性を知

らない人からは冷たい目で見られる

ことや、パッシングを受けることが

生じています。

・本人が報道や SNS の情報を誤っ

て受け取ることへの対応…厚生労働

省はじめ政府機関や報道機関は、現

在様々な情報を迅速に発信されてい

ますが、知的・発達障害者障害特性

から断片的に情報を受け取り、親か

ら距離をとるために離れて家出をし

たり、１０万円の給付をだまし取ら

れたりする等のトラブルが生じてい

ます。

３ 要望

（１）施設入所、在宅の知的・発達

障害者の感染予防や治療のために不

足している物資やマンパワー（一部

は４月１７日の要望書に記載）につ

いて、都道府県等が把握かつ必要な

対策を行うように指示または連絡を

してください。不足する支援職員の

就業可否判断のための定期的予防検

査の実施（特に入所施設）を優先的

に行ってください。
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（２）知的・発達障害者の特性をふ

まえた情報発信を、厚生労働はじめ

政府関係機関から（私ども当事者団

体、支援者団体も協力しますので）

迅速に行ってください。 

新型コロナウイルス感染症
に関する要望
厚生労働省におかれては、新型コロ

ナウイルス感染症への対応について

国民の生命の安

全を守る先頭に立って様々な取り組

みをしていただき、感謝申し上げま

す。

私たちは、障害福祉や医療の現場で、

円滑なコミュニケーションが苦手な

知的・発達障害

者の支援に当たっている者、家族等

が所属する団体です。

連日の厚労省の会見や報道等で、感

染が確認された後の治療が困難に

なっている状況を

ふまえ、私たちは自分たちの現場で

対応できることを迅速に進めたいと

考えております。

その際に下記の点について貴省にお

いて対応をしていただけますと大変

助かりますので、

どうぞご検討のほど、よろしくお願

いいたします。　記　１ グループ

ホームを含む入所系の重度の障害者

が感染した場合、自宅や施設で隔離

の上で養生となることが多いと思わ

れるので、その際の支援職員や家族

等への防護服の提供、PCR 検査の優

先、酸素（ボンベ、マスク、モニター）

の提供等（＊）について、配慮して

ほしい。（＊）状況の変化により現

場ニーズの高いものを随時情報提供

する。

２ 重度の知的・発達障害者が人工

呼吸器を必要とする状態になって入

院をせざるを得な

い場合、医療関係者と当事者の間の

コミュニケーション支援を行う必要

性が非常に高

くなることから、適切な人材（たと

えば、重度訪問介護事業所の職員な

ど。当事者の

特性を良く理解している者）の活用

について検討してほしい。　以上

厚生労働省社会・援護局障害保健福

祉部　橋本 泰宏 部長様　宛て　

一般社団法人 日本自閉症協会 

会長 市川 宏伸　

一般社団法人 日本自閉症支援者協

会 会長 松上 利男

　強度行動障害医療研究会 

呼びかけ人代表 市川 宏伸 

 令和２年４月１７日の文書。

令和２年４月２７日

奈良県知事　荒井正吾　様

奈良県障害者福祉連合協議会

会　長　藤井正紀　（公印略）

　

　日ごろから障害者福祉政策につい

てご配慮いただきお礼申し上げま

す。

さて、新型コロナウイルス感染拡大

が続いております。全国に非常事態

宣言が広げられることになりまし

た。奈良県においても、経路不明の

感染者が増えてきております。

そうした中で、障害のある人や家族

はもちろん、障害者福祉事業所など

では、困難が日に日に大きくなって

います。本協議会参加団体でも不安

の声が上がっています。

そこで、これまでも奈良県におかれ

ましては、新型コロナウイルス感染

症対策に十分奮闘されていることを

踏また上で、以下のことを要望しま

す。

障害のある人の生命・健康を守るた

めに、要望事項への緊急対応をお願

いします。

―要望事項―

（障害のある人全般）

１．障害のある人や家族、障害者福

祉事業所に対して、感染予防や感染

拡大の防止についての情報提供を迅

速におこなってください。

２．感染の疑いのある障害のある人

に、PCR 検査がすぐに実施できる体

制を整えてください。また、医療機

関が診察を拒否しないよう指導して

ください。

３．障害のある人が感染した場合、

優先的に入院や宿泊療養できる施設

確保や職員の派遣も含め、障害に配

慮した治療体制をとってください。

自宅療養の場合についても、本人や

家族の負担にならないように、体制

を整えてください。

４．障害の種別により、感染予防情

報の伝達方法や感染時対応が異なっ

てきます。各障害種別の団体からの

要望に、できる限り応えるようにし

てください。

（障害者福祉事業所）

５．事業所のマスク、消毒液が不足

しています。マスク、消毒液の確保

と配布をお願いします。感染者が出

新型コロナウイルス感染拡大に対する緊急要望書
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た場合には、サージカルマスク、防

護用着衣等がすぐに配布できるよう

にしてください。

６．事業所において感染者、濃厚接

触者が利用者、家族、職員等に出た

場合、医療機関や保健所との連携も

含め、どのように対応するか具体的

マニュアルを示してください。

７．入所施設やＧＨで感染者が出た

場合において、事業所独自で療養施

設・設備を確保した時は、係る経費

について補助をおこなってくださ

い。また、感染者に対する支援を行

なっている職員に対して「特別手当」

を支給してください。

８．感染者があり、事業所が閉鎖に

なった場合や感染予防のため休所し

たり、一時帰宅したりした場合等、

電話等で何らかの対応を行なえば、

報酬の対象になる措置を全事業でお

こなってください。また、このこと

で市町村において格差が出ないよう

指導してください。

９．事業所における授産活動・生産

活動が縮小せざるを得なくなってい

ます。利用者への工賃を補填する措

置をおこなってください。また、就

労継続支援 B型事業所については報

酬低下につながらないよう配慮して

ください。

	

「うるさい、早く降りろ」バスに不

慣れな母子に…

運転手が浴びせた暴言
お前、障がい者か

　那覇バスの 60 代の男性運転手が

乗客に「うるさい、早く降りろ」な

どの暴言を吐いたとして、同社は

10 日までに「接客業として不適切

な対応や発言があった」と認め、乗

客とその家族に謝罪した。乗客は「お

前、障がい者か」と非難する言葉も

あったとしているが、同社は本紙の

取材に「障がい者を非難する言葉は

確認できなかった」と説明している。

バス不安がる息子

　乗客の 50 代女性によると、女性

と中度の知的障がいがある息子（18）

が 6日午後、就職が決まった息子の

通勤の練習で市内線の路線バスに乗

車した。乗車時の支払いにもたつい

た際、運転手から「分からないなら

聞けばいいだろう」「いいから座れ」

と強い口調で言われた。降車時、運

転手に名前を尋ねると「うるさい、

早く降りろ」「お前、障がい者か」

との言葉を吐かれたという。同日中

に家族からの苦情を受け、同社は音

声記録を確認。暴言を認め、その場

で謝罪し、7 日にも営業所長らが謝

罪した。同社担当者は「運転手には

強く注意した。今後、このようなこ

とがないよう社員教育を徹底してい

く」と説明した。　女性は「息子は

後日、バスに乗るのを不安がってい

た。僕が乗りたいって言ったのがけ

なかったのかなと後悔していた」と

沈痛な表情で話し、「みんなが安心

して乗れるよう対応を改善してほし

い」と訴えた。

5/11( 月 ) 6:16 配信沖縄タイムス

より）

２月３月新型コロナウイルス感

染症に対応した奈良県補正

予算

【２月１４日】　１１０９０千円

（予備費）マスク、消毒液の購入、

ウイルス検査試薬の購入

【２月２８日】　４６５６２千円

（予備費）ウイルス検査機器の購

入、病床開設経費補助

【３月１２日】　６１８千円（予備

費）医療用マスク、学校給食休止

にともなう未利用食材対策

【３月２５日】　４０８５４１千円

（予備費）認可外保育施設感染症

拡大防止対策事業（８２４万円）

 高齢者福祉施設にマスク、消毒

液の配布（２９６５万円）

障害者放課後デイ利用増に対応、

追加経費（１億４５１１万円）

生 活 福 祉 資 金 原 資 造 成 補 助

（２億１３００万円）

障害者福祉施設テレワーク導入に

必要な経費（１０６万円）

PCR 検査公費負担（１６４万円）

障 害 者 福 祉 施 設 個 室 化 改 修

（９６５万円）

特別支援学校の学校給食食材費負

担（１６万円）
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長年お世話になってきた　　　　

「スペスー 96」 さんが廃業
されます。

以下、久保さんからの情報です。

お世話になっております。新型コロ

ナウィルスの蔓延により、本年 2月

末から、すでに 9月末まの期間に開

催される、例年は販売におうかがい

させていただいているすべての学

会・セミナー等 が中止・延期もし

くは web 開催となってしまいまし

た。

そのため、スペース 96 では、半年

以上にわたり出張販売の機会を完全

に失ってしまうことになりました。

通販は残ってはいるものの、このよ

うな状態のもとでは買い控えが大

きく、購入意欲は冷え切っており、

リーマンショックや東北大震災の後

とまったく同じ様相を呈しておりま

す。

そのため、残念ながらスペース 96

の事業の継続を断念し、廃業せざる

をえなくなってしまいました。

正確に申し上げますと、書店として

のスペース 96 は廃業いたしますが、

出版社としてのエンパワメント研究

所は残します。

事務処理は私の自宅に場所を移して

行いますが、連絡先等については後

日、あらためてご連絡させていただ

きます。

これまで、大変お世話になり、心よ

り御礼申し上げます。

********************************

176-0011 東 京 都 練 馬 区 豊 玉 上

2-24-1　スペース 96　久保耕造

電 話 03-3991-9600 フ ァ ッ ク ス 

03-3991-9634　E-mail qwk01077@

nifty.com

********************************

転載は以上です。よろしくお願いい

たします。

４月奈良県臨時議会で示された

新型コロナウイルス感染症関連

情報

ＰＣＲ検査について（厚生委員会答

弁から）

・保健研究センターの検査数／日

1 日最大３０件➡人員増強、検査機

器の購入により１日最大６０件（ａ）

可能（４月２０日より）

・奈良市保健所の検査数／日最大

２４件（ｂ）

・民間検査について

現在契約した民間検査機関は４社

（１日最大処理可能件数：１００件

（ｃ））

1 日最大検査可能件数ａ＋ｂ＋ｃ＝

約１８０件

確保病床数

３月１日時点２４床

３月１８日時点６４床予算委員会答

弁

４月２６日頃までに２３１床以上を

確保

４月臨時議会一般会計補正予算総額

１０９億８８００万円

① 施設の使用制限の要請及び協力

金の給付（中小企業２０万円、個人

事業主１０万円）１８億３０００万

円

② 県 制 度 融 資 の 拡 充（ 対 応

資 金 の 創 設、 融 資 枠 拡 大 ）

１０億５２００万円

③ 外出を自粛する県民向け TV 番

組放映（在宅教養講座番組の放映）

１０００万円

④ 西和医療センターに「発熱外来

クリニック」設置６８００万円

⑤ ＰＣＲ検査体制の充実（検査

機器の購入＝５医療機関に８台）

３０００万円

⑥ ドライブスルー検査の運用（４

／１５総合医療センター、４／２３

南総合医療センター他）５８００万

円

⑦ 入院病床の確保他（５／１

～ ２ ３ １ 床 以 上、 設 備 整 備 ）

２２億７３００万円

⑧ 軽症者の宿泊療養の開始（４

／２４～、東横イン奈良新大宮）

１７億６５００万円

⑨ 医療従事者の勤務地近くの宿泊

利用料支援４億円

⑩ 新型コロナウイルス感染症対策

基金の創設（１０万円給付金の寄付

呼びかけ）－

⑪ 障害者施設、高齢者福祉施設で

必要となるマスク・消毒液確保支援

２１億５０００万円

⑫ 制度融資による資金繰り支援（感

染症対応応援資金融資、既存制度融

資枠の拡大他）１０億５２００万円

⑬ 内定取り消し・雇止め、解雇者

を県職員として雇用５３００万円

⑭ 住宅確保給付金拡充（家賃相当

額支給）１１００万円

⑮ 生活福祉資金の拡充（緊急貸付

の実施）３億７０００万円

⑯ 離職者への県営住宅確保（３０

戸、原則１年以内）－

合計１０９億８８００万円
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1 号議案 2019 年度(令和 1 年度)活動報告 

4月2日 ブルーライトアップ大和郡山城天守台展望台   大和郡山城天守台   

4月22日 役員会   大和郡山市福祉会館 

5月13日 役員会     大和郡山市福祉会館 

5月19日 つながり祭 福祉パーク 

5月27日 あいサポート会議 橿原県総合福祉センター 

5月28日 奈良県自閉症協会第12回総会 大和郡山市福祉会館2F 

6月1日 NHKハートフォーラム  尼崎アルカイックホール 

6月11日 でぃあー 連絡協議会 県文化会館 

6月16日 日本自閉症協会総会 東京神田 

6月30日 NDF総会シンポジウム 奈良教育大付属小 

7月17日 奈良県発達障害者支援地域協議会  リハセンん2F 

7月21日  役員会  大和郡山市福祉会館 

7月27日 優生手術の被害者の話を聞く集会 奈良市中央公民館5Fホール 

8月24にち 日帰りバス旅行 京都方面 

9月28日 障害者と災害を考える集会 奈良県教育会館 

10月8日 県障害者計画改定の説明会 郡山総合庁舎 

10月26日27日 日本自閉症協会加盟団体連絡会 東京神田 

11月1日 日中草の根交流 岐阜美谷 

11月9日 京都府自閉症協会50周年記念大会 京都KBSホール 

11月11日 障害者虐待防止・権利擁護研修 県社会福祉総合センター 

11月15日 障がいをもつ子と家族のためのセミナー 1 三の丸会館 

11月29日 障がいをもつ子と家族のためのセミナー 2 こおりやま城ホール会議室 

12月2日 役員会 大和郡山市福祉会館 

2月3日 役員会 大和郡山市福祉会館 

 ※その後の計画行事は新型コロナウイルス

感染対策のためすべて中止 

 

 

令和 1 年度の HAHAHA キャラバン隊講演日程 

６月１１日（火） 天理市朝和幼稚園ＰＴＡ 天理市朝和幼稚園 

７月３日（水） 天理市丹波市幼稚園ＰＴＡ 天理市丹波市幼稚園 

７月９日（火） 発達障害者支援者市町村担当者研修会 奈良県郡山総合庁舎 

総会資料
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2号議案

①収入の部
科目 予算金額 決算金額 差異金額 備考

前年度繰越金 173,085 173,085 0
会費　正会員 618,000 618,000 0 １０３名×6000
会費　賛助会員 66,000 66,000 0 ２２名×3,000
新入会費 3,000 3,000 0 １名×3,000
寄付金 10,000 123,966 -113,966
事業収入 50,000 75,980 -25,980 キャラバン講演・保険配当金・資料代
助成金 0 0 0
その他の収入 10,000 14,120 -4,120 つながり祭

合計 930,085 1,074,151 -144,066

②支出の部
科目 予算金額 決算金額 差異金額 備考

自閉症協会本部への １０３名×2,000　２２名×1,500　

納付金（入会金・会費） 322,570 322,660 -90 １２５名×500　１０３名×200　振込手数料

通信費 100,000 110,489 -10,489 「絆」発送、諸連絡等
文具・印刷代 100,000 86,459 13,541 紙代・インク代・封筒代等
総会費 40,000 35,651 4,349 総会用切手代等・お茶代
活動費 50,000 57,588 -7,588 勉強会講師謝金・交通費・会場費等
ケンケンパ部費 63,000 35,146 27,854
事業費 115,000 125,640 -10,640 バス旅行（バス代金・保険代）
キャラバン隊活動費 20,000 15,500 4,500
旅費交通費 40,000 5,160 34,840
会議費 5,000 9,059 -4,059
自閉症啓発デー事業費 30,000 0 30,000 自閉症啓発デーチラシ印刷等
その他支出 30,000 16,550 13,450 つながり祭チケット代等

予備費 14,515 0 14,515
合計 930,085 819,902 110,183

③次年度へ引継ぎ繰越金
項目 収入 支出 繰越金
金額 1,074,151 819,902 254,249

2020年3月31日 会計担当 光野　節美　　印

2020年3月31日 会計監査 飯田　和代　　印

令和元年度会計収支報告書
（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

令和元年度の会計収支決算について監査した結果、正確かつ適正であることを認めます。

総会資料



13

13ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻８１１２号  ２０２０年　５月２８日発行　（ 　 )

13

13

3 号議案 

２０２０年度役員案 

特定非営利活動法人 奈良県自閉症協会 

役 名 氏   名 住所等 

理事 河村 舟二 省略 

理事 上島 昌美           以下同じ 

理事 野仲 美幸  

理事 湯淺 美奈子  

理事 光野 節美  

理事 渡邊 智美  

理事 岩崎 安良   

理事 櫻井 弘美  

理事 宍戸 良朗  

理事 堀 智晴  

理事 和知 由美子  

監事 飯田 和代   

監事 中川 欣一  

 

総会資料
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4 号議案 2020 年度（令和 2 年度）事業計画（案） 

 

4 月 2 日 世界自閉症啓発デー、ブルーライトアップ 中止 

4 月 13 日 役員会 中止 

5 月 17 日   つながり祭参加  中止  

5 月 25 日 奈良県自閉症協会総会 ひまわりの家 

5 月 30 日  キャラバン講演 大和高田市社協  延期  

6 月 1 日 役員会 大和郡山市福祉会館 

6 月 14 日 NHK ハートフォーラム滋賀 中止 

6 月 14 日 日本自閉症協会総会 東京神田 

8 月 5 日～ なら燈花会点灯ボランティア 奈良公園浮雲園地 

9 月 勉強会 未定 

10 月 31 日 第 26 回日本自閉症協会全国大会（山梨） 中止 

10 月 加盟団体役員連絡会 東京 

3 月 31 日 世界自閉症啓発デー啓発ウオーク 奈良市 

   

   

 

本年度の活動 

① 定例役員会と相談会の実施(毎月最初の月曜日10:30～12:00) 

② 奈良県自閉症協会会誌「絆」の発行 

③ 発達障害支援センター「でぃあー」との連携と他団体との協力 

④ 行政との話し合い 

⑤ 当事者やその家族が楽しめる余暇活動 

⑥ 講演会・勉強会開催 

⑦ 社会の理解促進と当事者の尊厳が守られる社会の実現のための活動 

⑧ 奈良 HAHAHA キャラバン隊 

奈良 HAHAHA キャラバン隊 講演依頼先メール asj_nara_oomiya@yahoo.co.jp 

    （日程、講演料共 ご依頼先にできるだけ合わせての要相談になります。） 

総会資料
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第5号議案

R2年度会計予算（案）
収入の部

科目 前年度決算額 本年度予算額 備考
前年度繰越金 173,085 254,249
会費（正会員） 618,000 600,000 １００名
会費（賛助会員） 66,000 54,000 １８名
新入会金 3,000 3,000 １名
寄付金 123,966 10,000
事業収入 75,980 40,000 保険配当金・キャラバン講演・資料代
助成金 0 0
その他の収入 14,120 0

合計 1,074,151 961,249

支出の部
科目 前年度決算額 本年度予算額 備考

日本自閉症協会本部への １００名X2,000　　１８名X1500
納付金 322,660 306,660 118X500　１００名ｘ200　手数料660
通信費 110,489 100,000 「絆」発送、諸連絡等
文具・印刷代 86,459 100,000 紙代・インク代・封筒代等
総会費 35,651 30,000 総会用切手・葉書代等・お茶代
旅費・交通費 5,160 10,000 会議出張旅費
ケンケンパ部費 35,146 40,000
活動費（勉強会） 57,588 60,000 勉強会講師料・交通費等
キャラバン隊活動費 15,500 20,000 キャラバン隊講演消耗品・交通費
会議費 9,059 10,000
事業費 125,640 50,000
自閉症啓発デー 0 80,000
その他の支出 16,550 50,000
予備費 0 104,589

合計 819,902 961,249

総会資料

奈良県のＰＣＲ検査体制

＜奈良県保健研究センター＞

・４人体制でフル稼働（センターを

訪問し聞き取り）２４件／日

・山村幸穂・予算委員会質問への答

弁～４月１２日３０件／日

人員１名を増員し、補正予算で検

査機器を導入し検査体制強化

４月１３日～４５件／日

さらに人員を増員し、検査体制を

強化４月２０日～６０件／日

・民間検査機関と委託契約し、検

査に対応めざす（県議会答弁から）

３５０件／日

・民間検査機関と委託契約し、検査

体制をいっそう強化する

３月１９日開始した民間の３機関

（病院）に委託

４月９日現在９機関（病院）に委

託
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第 6 号議案 

 定款の変更認証手続きのための総会決議事項 

 

         新 

 

             旧 

 

 第４章役員及び職員 

第13条 この法人に次の役員を置く。 

(1) 理事 ３人以上２０人以下 

(2) 監事 1名 

２ 理事のうち、１人を理事長、１人を

副理事長とする。 

 

 

第５章 総会 

 3 総会を招集するときは、会議の日時

、場所、目的及び審議事項を記載した書

面又は電磁的方法をもって、少なくとも

５日前までに通知しなければならない。 

 

 

２ やむを得ない理由のため社員総会に

出席できない正会員は、あらかじめ通知

された事項について書面若しくは電磁

的方法をもって表決し、又は他の正会員

を代理人として表決を委任することが

 

（種別及び定数） 

第13条 この法人に次の役員を置く。 

(1) 理事 １０人以上２０人以下 

(2) 監事 ２名 

２ 理事のうち、１人を理事長、３人を副理事

長とする。 

 

 

（招集）第25号 

 ３  総会を招集するときは、会議の日時、場所

、目的及び審議事項を記載した書面をもって、

少なくとも７日前までに通知しなければならな

い 

 

 

（表決権等）第29条 

２ やむを得ない理由のため総会に出席できな

い正会員は、あらかじめ通知された事項につい

て書面をもって表決し、又は他の正会員を代理

人として表決を委任することができる 

総会資料


